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注　　　意

1 　問題は 1 から 4 までで， 7ページにわたって印刷してあります。
また，解答用紙は両面に印刷してあります。

2　検査時間は 50分で，終わりは午前 11時 10分です。

3　声を出して読んではいけません。

4　解答は全て解答用紙にＨＢ又
また

はＢの鉛筆（シャープペンシルも可）を

使って明確に記入し，解答用紙だけを提出しなさい。

5　答えに根号が含
ふく

まれるときは，根号を付けたまま，分母に根号を含ま

ない形で表しなさい。また，根号の中を最も小さい自然数にしなさい。

6　答えは，解答用紙の決められた欄
らん

からはみ出さないように書きなさい。

7　解答を直すときは，きれいに消してから，消しくずを残さないように

して，新しい答えを書きなさい。

8　受検番号を解答用紙の表面と裏面の決められた欄に書き，表面につい

ては，その数字の の中を正確に塗
ぬ

りつぶしなさい。

9　解答用紙は，汚したり，折り曲げたりしてはいけません。
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次の各問に答えよ。

〔問 1〕　 3 1 2 3 1 2 1 2 1
2 2

+ - + + + +_ _ _ _i i i i 　を計算せよ。

〔問 2〕　 2次方程式　 x x x x x1 1 1 2 1 2 3 0
2

- + + - - + - =] ] ] ] ]g g g g g 　を解け。

〔問 3〕　x，yについての連立方程式　* ax y b

bx ay

4 2

7

+ =

- =-
　の解が x=-1，y=2 であるとき，  

定数 a，bの値
あたい

を求めよ。

〔問 4〕　右の図 1のように，袋Aと袋 Bがある。
袋Aには1，3，4，5，7，9の数字が 1つずつ書かれた 
カードが 1枚ずつ合計 6枚入っている。
袋Bには 1，2，4，5，6，8の数字が 1つずつ書かれた 
カードが 1枚ずつ合計 6枚入っている。
袋A，袋Bから同時にそれぞれ 1枚ずつカードを取り 
出すとき，取り出した 2枚のカードに書かれた数の和が
偶数になる確率を求めよ。
ただし，袋A，袋Bそれぞれにおいて，どのカードが 
取り出されることも同様に確からしいものとする。

〔問 5〕　右の図 2で，直線 l，m，nは，円Oの 3本の異なる
接線であり，点Aは，直線 lと円Oの接点である。
解
かい

答
とう

欄
らん

に示した図をもとにして，点Aを定規と 
コンパスを用いて作図によって求め，点Aの位置を示す 
文字Aも書け。
ただし，作図に用いる線は決められた解答欄にかき，

消さないでおくこと。

1

図 1
袋A

1 3 4

5 7 9

袋 B

1 2 4

5 6 8

図 2

l

m

n

O

A



2

右の図 1で，点Oは原点，曲線 fは y x
4

1 2= のグラフを 

表している。
3点A，B，Cは全て曲線 f上にあり，x座標はそれぞれ

- 6，-1，2 である。
点Aと点 B，点 Bと点 C，点 Cと点Aをそれぞれ結ぶ。
次の各問に答えよ。

〔問 1〕　図1において，線分BC上にある点をDとし，2点A，Dを通る直線を gとする場合を考える。
次の ⑴，⑵ に答えよ。

⑴　直線 gの傾きをmとするとき，mのとる値
あたい

の範囲を不等号を使って表せ。

⑵　iABCとiADCの面積の比が 6：1になるとき，直線 gの式を求めよ。
ただし，答えだけでなく，答えを求める過程が分かるように，途中の式や計算なども書け。

図 1
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〔問 2〕　右の図 2は，図 1において，x座標が点Aの x座標 
に等しく，y座標が点Cの y座標に等しい点をEとし，
x座標が点Cの x座標に等しく，y座標が点Cの y座標 
より大きい点をFとし，点Aと点 E，点 Eと点 B， 
点Aと点F，点Fと点Cをそれぞれ結んだ場合を表し 
ている。
四角形ABCFの面積が四角形AEBCの面積に等しく
なるとき，点Fの座標を求めよ。
また，曲線 f上にあり，x座標が点Cの x座標より 

大きい点をPとし，点Aと点P，点Cと点Pをそれぞれ 
結んだとき，四角形ABCPの面積が四角形AEBCの 
面積に等しくなる点 Pの座標を求めよ。

図 2
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右の図 1で，iABCはAB2ACの三角形である。
+BACの二等分線と辺BCとの交点をDとし，頂点C 
を通り線分ADに垂直な直線と，線分AD，辺ABとの 
交点をそれぞれE，Fとする。
次の各問に答えよ。

〔問 1〕　右の図 2は，図 1において，辺BCの中点を 
Mとし，点Eと点Mを結んだ場合を表している。
次の ⑴，⑵ に答えよ。

⑴　EM'ABであることを証明せよ。

⑵　AB=7 cm，AC=4 cm，BC=9 cmであるとき，AE：EDを最も簡単な整数の比で表せ。

図 1
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〔問 2〕　右の図 3は，図 1において，辺BC上の点G 
は，+BGF=+BACとなる点であり，点Fと 
点 Gを結んだ場合を表している。
iBGFの面積をS cm2，四角形AFGDの面積 
を T cm2とする。
AB=7 cm，AC=4 cm，BC=9 cmである 
とき，S：Tを最も簡単な整数の比で表せ。

図 3
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右の図に示した立体ABCD―EFGHは，AD=AEの
直方体である。
点Mは辺ABの中点，点Nは辺 GHの中点であり，

頂点Eと点M，点Mと頂点C，頂点 Eと点N， 
点 Nと頂点 Cをそれぞれ結ぶ。
EM=MC=EN=NC=5 cmである。
点 P，点Qは，頂点Eを同時に出発する点とし，
点Pは線分EMと線分MC上をE→M→Cの順に，
点Qは線分ENと線分NC上を E→ N→ Cの順に，

それぞれ一定の速度で移動し，点P，点Qの少なくとも 
一方が頂点Cに到達したとき，ともに移動を止める場合 
を考える。
出発して同じ時刻にある点 Pと点Qを結ぶとき， 

次の各問に答えよ。

〔問 1〕　点Mと点Nを結び，MN=5 cmとし，点P，点Qがともに毎秒1 cmで移動する場合を考える。
点P，点Qが頂点Eを出発してから t秒後までに点Pが通過した部分と点Qが通過した部分， 
および t秒後の線分 PQとで囲まれる図形の周の長さを L cmとする。
t=3 のときの Lの値

あたい

を Kとする。Kの値を求めよ。
また，Lが Kの 2倍になるときの tの値を求めよ。
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〔問 2〕　点 P，点Qがともに毎秒 1 cmで移動する場合を考える。
aと bは異なる自然数で，点P，点Qは，頂点Eを出発してから a秒後にそれぞれ線分EM， 

線分 EN上にあり，頂点Eを出発してから b秒後にそれぞれ線分MC，線分NC上にある。
a秒後の点 P，点Qをそれぞれ Pl，Qlとする。
b秒後の点P，点Qをそれぞれ Pm，Qmとし，頂点Eと点 Pm，頂点Eと点 Qmをそれぞれ結ぶ。
EPQi l lの面積が EP Qi m mの面積に等しくなるとき，異なる自然数 a，bの値の組を 

全て求め，（a，b）の形で表せ。
ただし，答えだけでなく，答えを求める過程が分かるように，途中の式や計算なども書け。

〔問 3〕　点 Pが毎秒 2 cm，点Qが毎秒 1 cmでそれぞれ移動する場合を考える。
4点 P，E，F，Qをそれぞれ結んでできる立体 PEFQの体積が，立体ABCD―EFGHの 

体積の
20

3 倍になるのは，点 P，点Qが頂点Eを出発してから何秒後か。
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秒後
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〔問 3〕

（答え）







（答え）


 


，











  

  



：＝：

，

      


点　　　　　点
　　，　　　，　

：＝：



　　△の面積をとする。

　秒後の△の面積を とすると，であり，

　△△より

　　 

 ……①

　秒後の△の面積を とする。

　であり，四角形はひし形であるから，

　△の底辺と高さは，△の底辺と高さの

　それぞれ  
 倍と  倍である。よって

　　   
  


  
 ……②

　①，②より

　 　のときの　 ，
　　のときの　 を求める。

　　

     
  

 

 


 


   　

　　

     
   

 

 


 


 



　　ここで，とは異なる自然数であることから

　　表から，　       

　△と△について，仮定より，

　　　　＝　…①
　　線分と線分は垂直であるから，

　　　　＝＝　…②
　　また，共通な辺であるから，

　　　　＝　…③
　　①，②，③より，

　組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから，

　　　　△△
　　したがって，

　　　　＝　…④
　　また，点は辺の中点であるから，

　　　　＝　…⑤
　　④，⑤より，△において，

　点，はそれぞれ辺，の中点であるから，

　　　　
　　よって，

　　　　

△と△の面積比が：であるから

となる。

軸上の点で，点，点，点と
座標がそれぞれ等しい点を点，点，点
とすると　　である。

＝　より　　  　であるから　

点の座標は  　　よって　点の座標は  
軸上の点で，点，点，点と
座標がそれぞれ等しい点を点，点，点
とすると　　である。

＝  　より　　  　であるから　

点の座標は  　　よって　点の座標は  

すなわち　点の座標は　 
 

 

直線の傾きは，

の増加量が  

 ，

の増加量が  

 であるから，

　  

 


 

直線の式は，   と表すことができる。

点を通るから　      　よって　  

したがって，直線の式は，  


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